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おもしろ科学で
より大きく より社会的に

太陽誘電が生み出す電子部品は、さまざまな電子機器に組み込まれ、人びとの安心・安全で快適・便利な

暮らしに欠かせないエレクトロニクス技術の進化を支えています。

その小さいけれど重要な役割を担う電子部品を生み出し、進化させ、社会のすみずみに届けるため、われ

われは新たな知識を広く深く求め、技術やスキルの高度化を追求しています。そして、太陽誘電の歴史と

ともに積み重ねてきた力があればこそ、時として偶然の発見やひらめきとの出会いがもたらされ、革新的

な発明や新たな領域への展開など思いがけない未来への扉を開くことができるのです。こうしたプロセ

スの基盤となるのが、太陽誘電の企業価値向上の源泉である「おもしろ科学」です。

世の中に電子部品を提供し、経済価値をより大きく。そして、よりよい社会の実現に貢献する企業として、

社会価値を高めていく。太陽誘電は、社会の一員としてこのような企業であり続けたいと願っています。

おもしろ科学で より大きく より社会的に

 太陽誘電の価値観

従業員の幸福
地域社会への貢献
株主に対する配当責任

 太陽誘電の使命

おもしろ科学の力で、
安心・安全で快適・便利な暮らしに欠かせない
エレクトロニクス技術の進化を支える

 経営理念の具現化

すべてのステークホルダーから信頼され 

感動を与えるエクセレントカンパニーへ

 中期経営計画

経済価値と社会価値の両輪で
企業価値向上を目指す

 戦略実行のための日々の行動基準

ISO、IATFなどのマネジメント
システム、CSR行動規範など

従業員の幸福
地域社会への貢献
株主に対する配当責任

太陽誘電の創業者・佐藤彦八は、戦前からセラミック素材の研究に取り組んでいました。「素材の開
発から出発して製品化を行う」という技術屋としての信条をもち、酸化チタン磁器コンデンサの開発・
製品化に取り組み、1950年に太陽誘電株式会社を創業しました。

また彼には、人間にとって一番価値のあるものは人間の愛情であるという、
人としての信条がありました。従業員とその家族が幸福に豊かな生活がで
きるようにすることで企業の社会性が高まり、文化の発展に貢献できるとし、
3つの経営理念を掲げました。

創業者のこの信条・理念は、今も太陽誘電グループの根本精神として生き
続けています。 創業者 佐藤 彦八

［太陽誘電の経営理念］

1957年頃の素地工場（高崎工場）

8 TAIYO YUDEN　統合報告書2025TAIYO YUDEN　統合報告書2025 9

  OUR STORYOUR STORY STRATEGIESSTRATEGIES FOUNDATIONFOUNDATION CORPORATE DATACORPORATE DATA

ミッション、経営理念、ビジョン


	ボタン2: 
	Page 9: 

	ボタン1: 
	Page 9: 



